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市政だより 交通事故相談日 11厚生国民年金

4月26日(火) 11相談日

市役所市民相談室 4月27日(水)

‘ 
10時~15時

なるべく事披に
関係のある書類
をご持参下さい

市役所市民相談室

10時~15時
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完成した福重出張所

近代的な

明るいまちづくり

人づくりの推進を

福重出張所
地元の皆さんが待ちのぞんでいました福重出張所が

できあがり、地区からだされたお祝いの踊りなどひろ

うされて 4月10日落成式が行われま した。

巴h
フE 成

出張所は、 鉄筋コンク リート 2階建てのしょうしゃ

な明るい建物で気軽に使 っていただける会議室や図書

室、料理室などが完備されています。
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司

喝
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りく都市づ

昭和 52年度

住みよい

w 
ま

ち

づ 7万円3.5 

昭
和
五
十
年
代
の
わ
が
国
を
取

り
ま
く
国
際
情
勢
は
世
界
的
な
不

況
の
た
め
、
楽
観
を
許
さ
な
い
状

況
で
す。

一
方
園
内
に
お
い
て
も
今
年
は

経
済
不
況
の
年
と
し
て
と
ら
え
イ

ン
フ
レ
抑
制
と
物
価
安
定
に
努
め

な
が
ら
景
気
の
着
実
な
回
復
を
図

り
、
安
定
成
長
を
定
着
さ
せ
て
い

く
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
市
民
生
活
に
直

結
す
る
地
方
行
政
は
、
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

国
は
国
民
生
活
の
安
定
及
び
国

民
福
祉
の
充
実
に
配
慮
を
加
え、

行
・
財
政
の
改
善
合
理
化
、
内
外

情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
弾
力
的
な

運
営
を
図
コ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
大
村
市
と
し

ま
し
て
は「
美
し
い
自
然
の
保
全
」

「
文
化
の
発
展
」

「快
適
な
生
活
」

「
医
療
の
充
実
」
「
公
共
施
設
の

整
備
」

な
ど
の
諸
施
策
実
現
の
た

め
次
の
七
つ
の
事
項
を
重
点
施
策

と
し
て
五
十
二
年
度
の
予
算
は
編

成
さ
れ
ま
し
た
。

ω公
共
施
設
の
整
備

問
祉
会
福
祉
の
増
進

ω市
民
の
健
康
管
理

凶
産
業
の
振
興

同
公
営
企
業
の
建
全
化
の
推
進

附
行
政
事
務
の
合
理
化
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上

く

り

明

る

問
国

・
県
事
業
の
推
進

乙
の
中
で
ご
み
埋
立
処
理
の
問

題
、
下
水
道
工
事
の
推
進
、
市
立

病
院
の
改
築
、
水
資
源
の
開
発
、

地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど

五
十

一
年
度
に
引
き
続
き
当
市
の

大
き
な
事
業
で
す
。

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
予

算
は
九
十
四
億
八
千
三
百
五
十
七

万
円
で
す
。

予
算
の
う
ち
主
な
も
の
は

土
木
行
政
で
は

い

昭和52年度一般会計予算暮

し く〉割合 100%

土 木費
一
~主主諺じ @16億5 ， 898万6干円

芳雫議滅 017.5労

。予算額 94億8，357万円

議会費 l 
@1億3，438万h円i

川
道
路
、
側
溝
改
良
工
事

ω交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

同
下
水
道
、
下
水
路
、
街
路
事
業

凶
公
園
の
整
備

同
公
営
住
宅
建
設
八
十
戸

農
林
水
産
行
政
で
は

川
農
村
施
設
な
ど
の
整
備

問
農
林
振
興
対
策

間
土
地
改
良
、
農
林
道
整
備

凶
漁
港
の
整
備

商
工
観
光
行
政
で
は

消 防費。2億149万7千円

02.1;;ぢ

教育費

@11億888753千円。11.7%
山
中
小
企
業
振
興
対
策

ω商
居
街
近
代
化
対
策

ω自
然
景
勝
地
の
整
備

凶
観
光
宣
伝
の
推
進

衛
生
行
政
で
は

川
予
防
接
種
、
結
核
予
防
検
診
の

無
料
実
施

凶
成
人
病
の
予
防
対
策

川
一
健
康
相
談
室
で
市
民
の
健
康
管

理ω麗
棄
物
の
処
理

同
乳
幼
児
検
診
の
充
実

災害復旧費。2億2，359乃8千円。24;;ぢ

調和のとれた

9.4億 8，

舗
一環
一語

。1.496
総務費

@15億8，55h-3千円。167% 

量豊¥

毒事

下

水

道

民生費

@24億1，458万4千Ir!。25.5%
衛生費

@5億3，909万g千円

057% 

靖駒

場
デ必泌; 公債費

騒動hfr1万2千円

社
会
福
祉
行
政
で
は

凶
乳
幼
児
な
ど
の
医
療
費
の
公
費

色
担

問
児
童
福
祉
施
設
の
整
備

教
育
行
政
で
は

ω校
舎
の
整
備

凶
青
少
年
の
健
全
育
成

同
体
育
施
設
の
整
備

以
上
の
と
お
り
基
本
構
想
に
基

づ
い
て、

住
み
よ
い
調
和
の
と
れ

た
都
市
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

諸支出金

門主回7一一 予備費

穆野望夢 。900万円

仁一一ーグ 00.1% 

@1千円

00.0彪

農林水産業費

商工費

@2億8，038万1千円

C29% 

@6億7，226万3千円。7.1%山一一三
類一
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一
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ら
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一

一

カ

月

分

一

定

額

保

険

料

加

入

被

保

険

者

一

一一
、
一一

O
O
円

一

付

加

保

険

料

加

入

被

保

険

者

一

一
一
、
六

O
O
円

V

日
年
度
納
入
書
の
保
険
料
額

一

一
期
分

一
二
期
分

一
三
期
分

一
四
期
分

保
険
料
の
種
買

7
i
l」
l

l

i
-
-

↓

l
i」
1

1

1

1

1

巴
ゴ
四
、
五
、
一

七
、
八
、

一十
、
十

一一

一

二

一六
月
分

↑
九
月
分

一十
二
月
分

一
三
月
分

定
額
保
険
料

一
六
、六
0
0
一
六
、六
O
O一
六
、六
O
O
一
六
、六
O
O

加
入
被
保
険
者
一

円
一

旦

円

一

円

一一
付
加
保
険
料
一
七
、八
0
0一
七
、八
0
0一
七
、八
0
0
一
七
、八
0
0一

己

加

入

被

保

険

者

一

円

一

円
一

円

一

円

一

一
固

定

資

産

税

一

納

税

通

知

書

を

発

送

一

昭
和
五
十
二
年
度
固
定
資
産

一
税
の
納
税
通
知
書
は
四
月
十
五

一
吋

で

各
家
庭
へ

郵
送
し
ま
し

四

月

国

民

年

種

類

保

料

険

の

も
し
、
お
手
許
に
届
か
な
か

っ
た
り
、
不
審
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
税
務
課
固
定
資
産
税

係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

保

険

料

の

改

正

四

月

分

か

り

年
段
階
的
に
引
上
げ
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

付
加
保
険
料
に

つ
い
て

は
従
来
ど
お
り
月
四
百
円
で
す
。

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
、
保
険
料
の
納
付
に
ど
協

力
下
さ
い
。

V
保
険
料
改
正
内
容
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

国
民
年
金
は、

給
付
費
の
三
分

の
一
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
が

昨
年
九
月
か
ら
老
齢
年
金
を
始
め

と
し
て
、

各
種
年
金
の
額
が
大
幅

に
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
な
り
の
保
険
料
の
引
上
げ
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

皆
さ
ん
の
負
担
が
急

に
増
え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
毎

交 f 一、 てし
付r;;;¥、て
申 ¥乙ノもい
請保う る
を険一 学
し証枚 校
てとのの
下 い被証
さい保明
いま険書
。 す者を

」〆 証添

のえ

く、

保
険
税
負
担
能
力
を
欠
く
た

め
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
特
例
的

に
親
元
の
世
帯
に
属
す
る
も
の
と

み
な
し
て
い
ま
す
。

乙
の
場
合
の
手
続
き
は
、

修
学

:国保相談 i

会
社
を
や
め
て
一
カ
月
以
上

簡

易

保

険

lこ

た
っ
て
い
る
が

特

別

一

時

金

の

お

支

払

い

り

職
場
の
健
康
保
険

(健
康
保
険

共
済
組
合
、

船
員
保
険
な
ど
)
に

加
入
し
て
い
る
人
、
お
よ
び
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、

み
ん
な
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

従
っ

て
、
乙
の
場
合
、
会
社
を

や
め
職
場
の
健
康
保
険
を
ぬ
け
た

日
か
ら
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
届
け
出
は
十
四
日
以

内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

届
け
出
が
遅
れ
て
も
、
国
保
の
加

入
は
会
社
の
保
険
を
ぬ
け
た
日
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
の
際
、
職
場
の
健
康
保

険
を
や
め
た
証
明
書
が
必
要
で
す

，
szfE'tFf、Ete--e・、r
ahf
e--、号、J1f、
y
三
一，、-f-，f
，-f
、J三JEEr'
tf、ご=，，fezr
、，三JtiT

一

事

業

主

・

…

~

労

働

保

険

事
務

組

合

の

~

一

み

な

さ

ん

へ

…

一

昭
和
五
十
二
年
度
の
労

働

保

申

告
書
の
提
出
相
談
は
五
月

(
』

.

険
料
の
概
算
保
険
料
と
昭
和
五

十
日
ま
で
で
す
(
相
談
日
程
表

、

ザ

十

一
年
度
の
確
定
保
険
料
の
申
は
別
途
通
知
)

V

一

告
、
納
付
の
手
続
き
を
し
て
い

詳
し
い
こ
と
は
公
共
職
業
安

ん

へ
た
だ
く
時
期
が
せ
ま
っ
て
き
ま

定
所
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

い
し
た
。

一

，‘.，・・・
2

・、E
r---，z、Er--・''・・
2

・、，，
--aご
.、，
JZ-
，，、z・・・.，，ae--.、、，
=・=，、、r・・
，，，‘--Je、，，.1J
‘、，z
・=
'E、r
--e''h

む

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
三
十
日

ま
で

O
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に

ど
加
入
の
契
約

昭
和
五
十
四
年
六
月
三
十
日
ま

で保
険
証
書
を
お
確
か
め
の
う
え

ま
だ
申
し
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
な
る
べ
く
早
く
郵
便
局
に
申

し
出
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課

皿
同
i
二
八

O
一
へ
。

昭
和
二
十
四
年
五
月
以
前
に
ど

加
入
の
簡
易
保
険
で
、
満
期
な
ど

に
よ
り
消
滅
し
て

い
な
い
ど
契
約

に
つ
い
て
は
、
お
申
出
に
よ
り
契

約
を
終
了
さ
せ
、
特
別

一
時
金
(保

険
金
、
配
当
金
に
特
別
付
加
金
を

加
え
た
額
)
を
お
支
払
い
し
て
い

ま
す
。

取
扱
い
期
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

O
昭
和
十
六
年
三
月
三
十

一
日
以

前
に
ど
加
入
の
契
約

おお市政だより

親
ヌじ

回 を

察幹
:手た
.I.!!!!. rl注L.
同寸二

日生
どり

つ
な
る
か

就
学
の
た
め
、
学
校
所
在
の
大

都
市
に
住
所
を
移
す
例
は
、
非
常

に
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
学
生
は

一
般
的
に
所
得
が
な

(3) 
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おお市政だより

避難設備は• 警報• 消火

すぐに役に立ちますか

消
防
設
備
の
点
検
・
報
告
は
す

み
ま
し
た
か
。

皆
さ
ん
の
建
物
に
設
置
さ
れ
て

い
る
す
べ
て
の
消
防
設
備
(
消
火

設
備
・
警
報
設
備
・
避
難
設
備
な

ど
)
は
‘
い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ

に
使
え
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
か
?

残
念
な
が
ら
充
分
と
は
言
え
な

い
の
が
実
状
で
す
。

こ
の
た
め
定
期
的
に
点
検
を
し

て
点
検
の
結
果
を
所
轄
の
消
防
署

に
報
告
す
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

@
ど
ん
な
建
物
が
点
検
報
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

一
般
の
専
用
住
宅
を
の
ぞ
く
ほ

と
ん
ど
の
建
物
が
該
当
し
ま
す
。

特
に
映
画
館

・
旅
館

・
病
院

・

公
民
館
の
新
増
改
築
の

昭
和
五
十
二
年
度
中
に
町
内

公
民
館
の
新
築
、
増
築
、
改
築

用
地
購
入
、
備
品
購
入
を
計
画

さ
れ
て
い
て
、
市
の
補
助
を
希

望
さ
れ
る
町
内
で
は
、
七
月
末

日
ま
で
に
補
助
金
の
申
請
手
続

き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い。

期
日
以
後
の
申
請
に
つ
い
て

禽

下

水

道
補

助

申

請

は

早

目

に

は
受
付
け
で
き
な
い
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市

社
会
教
育
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ

、。
-
L
V
 

補
助
申
請
先

市
社
会
教
育
課

申
請
期
限

七
月
末
日

~d::. 
"'lC 

つ

て

雑
居
ビ
ル
な
ど

(特
定
防
火
対
象

物
と
い
い
ま
す
)
多
数
の
人
が
集

ま
る
建
物
は
六
カ
月
に
一
回
点
検

を
し
て
一

年
に
一

回
報
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
建
物
は
六
カ
月
に
一

回
の
点
検
は
実
施
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
報
告
は
三
年
に
一

回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
だ
れ
が
点
検
を
す
る
の
か
。

建
物
の
延
面
積
が
千
2

m

(

約
三

百
坪
)
を
超
え
る
も
の
は
消
防
設

備
士
な
ど
、
資
格
を
も
っ
た
人
に

点
検
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
そ
の
他
の
建
物
は
管
理
者
自
ら

が
点
検
す
る
事
が
で
き
ま
す
が
、

点
検
基
準
が
こ
ま
か
く
定
め
ら
れ

て
お
り
、
点
検
の
た
め
の
機
器
が

度
は
や
'0 水

も

れ

給
水
装
置

(本
管
の
分
岐
か
ら

じ
ゃ
口
ま
で
は
、
あ
な
た
の
財
産

で
す
)
か
ら
の
水
も
れ
は
水
道
料

金
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
簡
単
に
で
き
る
水

も
れ
の
テ
ス
ト
を
一
度
お
試
し
下

さ
い
。そ

れ
は
じ
ゃ
口
を
全
部
し
め
て

必
要
で
、
点
検
に
は
専
門
的
知
識

が
い
り
ま
す
の
で
資
格
者
に
た
の

ま
れ
た
方
が
安
心
で
す
。

@
報
告
は
誰
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
。

そ
の
建
物
の
所
有
者
・
管
理
者

な
ど

つ
ま
り
あ
な
た
自
身
が
報

告
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
安
協
会
は
、
こ
の
よ
う
な
わ

ず
ら
わ
し
い
仕
事
を
引
受
け
る
団

体
で
す
。

点
検
の
相
談
に
つ
い

て
は
左
記

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

長
崎
市
江
戸
町
二
の

(県
庁
第
三
別
館
三
階
)

財
団
法
人
長
崎
県
消
防
設
備
保
守

協

会

電

話

O
九
五
八
二
七
i

四
七
五
六

て
み
よ
う

の
一
ア

ス

ト

メ
ー
タ
ー
の
真
中
の
赤
い
星
が
回

っ
て
い
る
と
き
は
水
が
も
れ
て
い

る
乙
と
で
す
。

早
自
に
水
道
部
、
ま
た
は
下
記

の
水
道
工
事
屈
に
ど
連
絡
下
さ
い

ま
た
、
水
道
部
へ
の
お
問
合
せ

は
領
収
書
の
左
カ
タ
の
番
号
で
お

願
い
し
ま
す
。

守

つ

暮

し

と

畠

然

ろ

台
風
十
七
日
づ
で
被
災
し
た

農
地
の
復
旧
に
つ
い
て

昨
年
九
月
の
台
風
十
七
号
で

被
災
し
た
農
地
の
復
旧
に
つ
い

て
、
今
度
一
カ
所
当
り
の
復
旧

工
事
費
五
万
円
以
上
、
十
万
円

未
満
(
工
事
費
は
市
農
林
水
産

課
で
査
定
)
の
も
の
を
地
元
負

担
五
割
を
徴
収
し
、
市
町
独
事

業
と
し
て
採
択
す
る
事
に
な
り

ま
し
た

Q

水

道

部

協

和

水

道

誠

和

工

業

大

博

給

水

高

瀬

建

設

日
l
一
一
一
一

同
五
二
ハ
一

同
l
一
一
五

一

向
!
二
五
六
回

同
三
二
ニ
一

該
当
さ
れ
る
方
は
、
四
月
三

十
日
ま
で
(
期
日
厳
守
)
に
市

農
林
水
産
課
へ
本
人
が
直
接
届

け
出
て
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
取
り
扱
い
は
、

昨
年
九
月
の
台
風
十
七
号
の
被

害
に
限
っ
た
時
限
措
置
で
す
か

ら
、
以
後
の
災
害
に
は
適
用
し

ま
せ
ん
。

明

和

工
業

竹

松

設

備

正

真

工

業

西
日
本
設
備

同
ー
六
五
一
一

同
l
一
三
五

O

同
l
六
一
一
一

同
l
八
三
七
二

愛

野

森

山

局

の

電

話

が

自

動

式

に

な

り

ま

し

た

電
話
が
自
動
化
さ
れ
ま
す
と
、

次
の
点
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

ー
局
名
が
変
わ
り
ま
す
。

愛
野
局
・
森
山
局
と
い
う
局
名

が
廃
止
さ
れ
て
、
新
し
く
愛
野

森
山
局
と
な
り
ま
す
。

2
市
外
局
番
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
愛
野
森
山
局
の
市
外
局

番
は

J
)

川
五
七
三
で
す
。

3
電
話
番
号
が
変
わ
る
と
共
に
、

市
内
局
番
が
つ
き
ま
す
。

加
入
者
番
号
が
変
わ
り
、
加
入

者
番
号
の
頭
に
①
、
⑤
の
市
内

局
番
が

つ
き
ま
す
。

※
当
地
か
ら
愛
野
森
山
局
へ
電
話

を
さ
れ
る
と
き
は
、
市
外
局
番

市
内
局
番
、
電
話
番
号
な
ど
を

よ
く
確
か
め
て
か
ら
お
か
け
下

大」い
。
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食

急
-" 
~ 

つ

下

水

道

行
政
相
談
委
員
が

決
ま

り
ま
し
た

b
気

軽

に

ご

大
村
地
区
の
行
政
相
談
委
員
と

し
て
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
山
口

秋
博
さ
ん

(
大
川
田
町
三
七
二
の

一一、

E
⑤
l
八
O
五
一

)
北
野
松

代
さ
ん
(
東
本
町
二
七
九
、
血
③

l
二
六
五
三
)
、
新
た
に
江
口
善

芳
さ
ん
(
皆
同
郷
五

二
六
、
弧

⑤
|
九
六
二
二
)
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。行

政
相
談
委
員
は
園
、
県
、
市

公
社
な
ど
の
役
所
の
仕
事
に

つ
い

4
月
刊
日
付
で

水
道
事
業
管
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た

水
道
部
長

今

里

政

実

相

談

を

て
、
ど
う
も
納
得
が
で
き
な
い
と

か
、
早
く
や

っ
て
も
ら
い
た
い
と

か
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
、
と
い
う
よ
う
な
苦
情
や
要
望

質
問
な
ど
お
持
ち
の
方
の
相
談
相

手
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
身
に
な
っ

て
お
世
話
を
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。相

談
は
、
自
宅
相
談
の
ほ
か
毎

月
第
二
木
曜
日
に
、
市
役
所
市
民

相
談
室
で
定
例
相
談
も
実
施
し
て

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」

「
乗
る
人
に
は

飲
ま
せ
な
い
」 {主

み

よ

し、

国T

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご

相
談
下
さ
い
。

県文化基金に 。
o 
o 

を力協|一一ご

長
崎
県
で
は
、
県
文
化
団
体
協

議
会
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
文

化
団
体
が
芸
術
文
化
の
振
興
の
た

め
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
活
動
は
ま
だ
ま

だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
資

金
不
足
で
す
。

そ
乙
で
県
は
、
全
国
で
も
そ
の

例
を
み
な
い
文
化
基
金
制
度
を
創

設
し
、
そ
の
運
用
利
子
で
、
文
化

団
体
が
実
施
す
る
展
覧
会
、
演
奏

会
、
講
演
会、

研
修
会
な
ど
の
事 。

。
。
o 

業
を
助
成
し
、
芸
術
文
化
の
画
期

的
な
振
興
を
は
か
る
乙
と
に
な
り

合
子
し
ゃ
ん
。

基
金
計
画
は
、

五
十

一
年
度
か

ら
五
十
三
年
度
ま
で
の
三
年
計
画

で

一
億
円
(
県
出
資
金
三
千
万
円

寄
付
金
七
千
万
円
)
の
目
標
で
す

文
化
は
人
間
の
生
活
の
中
に
生

ま
れ
人
聞
の
精
神
的
、
物
質
的
生

活
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
も
の
で

決
し
て
ひ
と
に
ぎ
り
の
知
識
人
や

芸
術
家
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
の

で
す
。乙

の
募
金
運
動
を
通
じ
て
県
民

一
人

一
人
が
文
化
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
文
化
を
愛
す
る
心
を
育

て
て
ゆ
く
乙
と
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
趣
旨
を
お
く

み
と
り
い
た
だ
き
、
文
化
基
金
の

募
金
運
動
に
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

寄
付
金
申
込
先

長
崎
市
江
戸
町
二
の
二
ニ

県
文
化
課
内

県
文
化
団
体
協
議
会

E
O九
五
八
|
二
六

l
五
O
一
O

γ

品

官

舎

禽

品
百

品

商

品

別

γ

一
農
家
の
花
嫁
(
婿
)
の
相
談
は
い

一
各
地
区
農
協
支
所
長
さ
ん
ま
た
は
…

ム

農

業

委

員

さ

ん

へ

ど

う

ぞ

~

ご

存

す

か

じ

で

土
地
や
建
物
の
登
記
は

。
土
地
家
屋
調
査
士
と
は

土
地
家
屋
調
査
士
法
は
、
昭
和

二
十
五
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
登
記
所

に
備
え
つ
け
て
あ
る
登
記
簿
に

皆
さ
ん
の
土
地
や
建
物
の
状
況

を
正
確
に
登
記
す
る
た
め
で
す

こ
の
法
律
に
よ
り
国
家
試
験
に

合
格
し
た
人
は
、
土
地
家
屋
調

査
士
の
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す

@
表
示
に
関
す
る
登
記
と
は

土
地
の
分
筆

・
合
筆

・
地
白
変

更
・
地
積
更
正
な
ど
、
建
物
の

新
築

・
増
築

・
区
分
・
と
り
乙

わ
し
な
ど
を
登
記
す
る
乙
と
で

す。

表
示
に
関
す
る
登
記
は
、
法
律

に
よ
り
土
地
家
屋
調
査
士
が
代

行
で
き
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま

す。

。
ま
ず
土
地
家
屋
調
査
士
に
ど
相

談
下
さ
い
。

表
示
に
関
す
る
登
記
を
正
確
に

す
る
た
め
、
土
地
家
屋
調
査
士

は、

皆
さ
ん
の
ご
依
頼
に
よ
り

皆
さ
ん
の
不
動
産
に

つ
い
て
詳

細
に
調
査
し
、
正
確
に
測
量
し

迅
速
に
登
記
申
請
手
続
を
い
た

し
ま
す
。

お
気
転
に
ど
相
談
下
さ
い
。

長
崎
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

大
村
支
部
血
②
|
二
五
七
九
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注
射
と
検
診

圃

妊

婦

教

室

五
月
の
日
程
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。初

め
て
お
産
を
さ
れ
る
方
は
是

非
お
で
か
け
下
さ
い
。

場
所

‘市
役
所
健
康
相
談
室

時
間
午
後
一
時
か
ら

園
小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
経
過

し
た
人
で
、
初
回
投
与
を
う
け

て
い
な
い
人
、
及
び
二
回
目
の

投
与
が
す
ん
で
い
な
い
人

料
金
無
料
で
す
が
、
昭
和
五
十

一
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お

た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調

べ
て
き
て
下
さ
い
。

禁
忌
者
凶
発
熱
や
下
痢
を
伴
う

急
性
疾
患
者

凶
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管
系

疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄
養

障
害
者

同
種
用
及
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な

い
人
。

※
な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
下
さ
い
。

時
間
午
後
二
時

1
三
時

5月 4日 O はじめて母親となる心得

O 妊娠中ジの保実健習 (乳房マツ
サーの ) 

(第1回)10映画'生命の創造，

5月11日 1

0
妊(貧娠血中食の由栄実華習の〕とり方

(第2田)10安妊産婦体の操ための実に習(補)助動作

I ~ 産桂の保健
5月18日 O 育さ児せ方(赤の実ち習ゃん)の入浴の

(第3回)i 0映画グスキシシップ

日月25日io乳幼児白環境と性格

O 家(家庭族の計幸画せ)のために
(第4回)

妊婦教室日程表

生ワク投与実施日程表

接種会場 [接種日

市役 三所 |-i所!

三浦診療所 |

鈴田出張所 |

|竹松出張所

福重出張所

中地区公民館 |

松原出張所 |

5月10日

(火)

国
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

五
月
の
健
康
相
談
室
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

妊
娠
中
の
方
、
お
子
さ
ん
の
乙

と
で
相
談
が
あ
る
方
、
血
圧
が
気

に
な
る
方
な
ど
、
ど
刺
用
下
さ
い

旬
一
談
一
四
一
回
一談
一
回
一回

t
一相
十第
一鮫
一相
一
紘
一
第

4
M
二
康
一間中
一
劃
一
康
一
富
一
富

川
一蹴
一誠
一
誠
一鵬
一
報
一
轍

日
一
一
一
励
一
励
一
一
一
矧
一岡山

圃
3
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
八
年
十
月
生
れ

の
人
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
同

年
四
月
か
ら
九
月
生
れ
の
人
で 5月11日

(水)

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
人
。

日
時
四
月
二
十
八
日
(
木
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分
、
午
後
一
時

1
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
、
ご
持

参
下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け

下
さ
い
(
毎
月
、
第
四
木
曜
日
)

-2歳
児
健
康
相
談

対
象
昭
和
五
十
年
三
月
生
れ
の

人
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
昭
和

四
十
九
年
十
月
か
ら
五
十
年
二

月
生
れ
の
人
で
ま
だ
健
康
相

談
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
。

日
時
四
月
二
十
二
日
、
二
十
六

日
午
後
一
時
三
十
分

i
二
時

(受
付
)

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
麗
手
帳
を
必
ず
持
っ
て

き
て
下
さ
い
。

現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ
う
そ
う

下さなー一…_.，.._.…ー…ー…ー…ー…_....-…_...._....-...._.…ー…_""_，…ー…ー…ー…ー…ー-

まさんど
たいは病
都。、気

合次に
で回か
受相か
け談っ
て 日て
い l乙し、
なおる
い受お
お け子

o 0 一一ご寄付ありがとうございまし「一一一 O 封社
のん今本ジ中 ー 方同大会
忌は村照エ諏 は利村福
明‘郷ささ訪 0 00  0 、美青 祉
に亡のんん ー んは中乾ん亡塚乾金拾辰並さ亡忠伊と終 厄 さ 年 事

母平のは区の、ハ馬の妻影高を得子松ん母夫勢し了払ん会 業
ヒ山忌、の忌亡 Jレ場忌ハ男場 金さ郷の住さ町てしい外議 費
デ一明亡前明夫子郷明 Jレさ郷 のんの忌回んの たの十所 へ
さ人に夫固に勉さのにミんの 返は田明セは富 記儀人の 金
んさ岩フ さん野 さは鬼 還、中 iζ ツ、安 念をの大 一

す是子
。な非さ

おおん
、受は

該 げ
当下二
者さ歳
にい六
は。カ
通月
知 ま
し で
ま に，ー…ー…_...._...._...._.…ー・

O
杭
出
津
三
区
の
川
添
清
登
さ
ん

は
、
亡
父
清
さ
ん
の
忌
明
に

O
竹
松
町
の
吉
村
平
八
さ
ん
は
.

亡
妻
サ
キ
さ
ん
の
忌
明
に

。
宮
代
郷
の
一
ノ
瀬
幸
次
さ
ん
は

亡
父
政
雄
さ
ん
の
忌
明
に

大
村
子
供
の
家
へ
金
一
封

O
上
久
原
の
池
田
尚
さ
ん
は
、
亡

母
セ
イ
さ
ん
の
忌
明
に

老
人
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封

O
並
松
郷
の
白
石
ス
ズ
子
さ
ん
は

亡
母
山
崎
フ
イ
さ
ん
の
忌
明
に

清
和
国
へ

ム
久
原
団
地
の
船
本
行
徳
さ
ん
は

リ
ン
ゴ
二
十
キ
ロ
、
ほ
う
れ
ん

草
六
・
五
キ
ロ

ム
向
陽
高
校
の
樋
口
先
生
外
十
四

人
は
、
茶
道
、
手
芸
慰
問

ム
日
本
専
売
公
社
大
村
営
業
所
は

タ
バ
コ
二
百
個
を

ム
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

見
舞
金
三
万
四
千
四
百
円
を

ム
長
崎
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
ネ
ス
の
会
五
万
円
、
ス
コ

ッ
テ
ィ

i
テ
ィ
ッ
シ
ュ

五
十
個

へ
ア
l
ブ
ラ
シ
五
十
本
、
タ
オ

ル
五
十
枚
、
石
け
ん
九
十
一
個

菓
子
百
五
十
個

ム
藤
田
洋
行
演
芸
団
人
は
、
歌
、

舞
踊
慰
問
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ほ

し

ゅ

う

-
県
央
地
域

広
域
市
町
村
圏
組
合
の

消
防
吏
員

受
付
期
間

五
月
二
日

t
十
四
日

一
次
試
験
五
月
十
八
日

筆
記
試
験
及
び
身
体
検
査

採
用
予
定
人
員

若
干
人

採
用
期
日
六
月
二
日

受
験
資
格

。
高
等
学
校
卒
業
者

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

。短
大
及
び
大
学
卒
業
者

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
男
子

申
込
方
法
申
込
用
紙
は
、
県
央

地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防

本
部
、
ま
た
は
諌
早

・
大
村
各

消
防
署
へ
請
求
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
消
防
本
部
総
務
課

(
E
O九
五
七
二

i
二
l
O
一

一
九
)
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い

園
田
中
友
好

同
長
崎
県
青
年
の
船
」

団

員

中
国
と
の
友
好
親
善
、
青
年
指

導
者
の
育
成
を
目
的
に
長
崎
県
青

年
の
船
が
出
航
し
ま
す
。

期
間

八
月
二
十
五
日

l
九
月
三

日

(十
日
間
)

訪

問

地

北
京
(天
津
経
由
)旅
大

使
用
船
中
国
遠
洋
運
輸
公
司
所

ょ
う
カ

属
「
耀
華
号
」

活
動
・

船
内
活
動
(
中
国
事
情

レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
シ
外
)

・
訪
問
地
活
動
(
人
民
公
社

学
校

・
工
場
外
)

・
事
前
研
修

(全
員
参
加
に

よ
る
宿
泊
研
修
二
回
)

経
費
十
四
万
円
程
度
の
予
定

応
募
資
格

-
日
本
国
籍
を
有
し
、

原
則
と
し

て
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人

-
四
月

一
日
現
在
、
二
十
歳
以
上

お
お
む
ね
四
十
五
歳
ま
で
の
人

・
日
中
の
友
好
を
望
む
人
で
、
協

調
性
に
富
み
主
催
者
の
計
画

に
し
た
が
っ
て
規
律
あ
る
行
動

及
び
団
体
生
活
が
で
き
・

ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
耐
え
得

る
心
身
と
も
に
強
健
な
人
。

-
事
前
研
修
に
参
加
で
き
る
人

申
込
先

市
社
会
教
育
課
に
応
募

書
類
を
添
え
申
し
込
ん
で
下
さ

、。
書
類
は
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す

提
出
期
日
四
月
三
十
日
ま
で

問
い
合
せ
市
社
会
教
育
課
へ

血
③
四
一
一
一
内
線
三
三
九

も

よ

お

し

調
第

8
回

春
の
合
同
グ
ル
ー
プ
展

期
間

四
月
二
十
二
日
(
金
)
l

四
月
二
十
五
日

(
月
)

場
所

中
地
区
公
民
館

参
加
ク
ル

I
ブ

南
画
、
陶
芸、

書
道
、
手
芸
、
フ
ラ
ワ
ー

フ

ラ
ン
ス
刺
輔
、
安
達
式
生
花
、

俳
句
、
あ
ざ
み
、
友
の
会
、
油

絵
、
茶
道

(裏
、
表
、
宗
偏
流

茶
実
会
)

な
お
、
南
画
色
紙
、
書
、
陶
芸

作
品
、
フ
ラ
ワ
ー
、
手
作
り
の

お
や
つ
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
バ
ザ

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

圏
第
臼
回

良
い
映
画
を
見
る
会

日
時
・
場
所

四
月
二
十
三
日

(土
)

制
午
後
二
時

t
三
時
二
十
分

萱
瀬
出
張
所

同
午
後
四
時
1
五
時
二
十
分

竹
松
出
張
所

映
画

「
素
晴
ら
し
い
風
船
旅
行
」

.
十
六
ミ
リ

・
カ
ラ

I
作
品

・
児
童
劇
映
画

・
八
十
分

・
カ

ン
ヌ
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ

.
ペ
ニ
ス
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ

-
文
部
省
選
定

・
青
少
年
映
画
審
議
会
推
薦

対

象

小

学
校
全
学
年

・
中
学
生

入
場
料

無
料

解
説
少
年
の
夢
を
託
す
気
球
、

映
画
詩
人
ラ
モ
リ
ス
の
名
作
。

詩
情
あ
ふ
れ
る
美
し
い
風
物
詩

と
心
に
残
る
映
像
美
で
.
印
象

派
の
絵
画
を
見
る
よ
う
な
心
洗

わ
れ
る
美
し
い
作
品
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
へ

血

二
|
四一
一一一一一

圃
第
叩
回

家
庭
教
育
映
画
会

「親
と
子
の
結
び

つ
く
と

お
C

一

内
容

子
供
と
親
の
心
と
心
が
本

当
に
結
び
つ
く
の
は
ど
う
い
う

時
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
子
供

が
親
の
愛
情
を
肌
で
感
じ
た
時

そ
し
て
子
供
が
自
分
は
親
に
信

頼
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た

時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

平
凡
な
家
庭
の
中
学
生
と
小

学
生
の
目
を
通
じ
日
常
的
な
親

の
行
動
と
子
供
の
気
持
を
描
き

親
と
子
の
結
び
つ
く
と
き
を
考

え
ま
す
。

日

時

四

月
二
十
八
日
(
木
)

午
前
十
時

(時
間
厳
守
)

中
央
公
民
館

電
話
で
中
央
公
民
館

へ
。

映
画

申場
込所

he-f
〉
1-
1
2三
〈
-JeeJ
J-
〉
'・-・
1
・Ld
〈
f
J
J
3
-'az
k
Je--
{
-f
eJ
〉
3
2E
K
-v

t
p
 い

〈

環

境

週

間

〉

か

べ

新

聞

を

募

集

ザ

へ

叩
よ
い
環
境
を
守
り
、
ま
た

、

っ

た

て

長
で
も
よ
く
、
使
用
す
る
川

~
く
り
だ
し
て
い
く
乙
と
は
私
た
ち

色

、
紙
質
は
自
由
で
、
共
同
で
~

ν
の
生
命
や
健
康
に
か
か
わ
る
大
切

作

っ
て
も
結
構
で
す
。

V

め
な
問
題
で
す

o

V

作
品
の
裏
面
に
氏
名

(
ふ
り
が
小

〈

六
月
五
日
は
「世
界
環
境
デ
1
」

な

)、

年
齢
、
学
校
名
、
学
年
へ

川
わ
が
国
で
は、

毎
年
六
月
五
日
か
組
と
郵
便
番
号
、
住
所

(都
道
V‘

 

~
ら

一
週
間
を
「
環
境
週
間
」
と
き
府
県
名
も
入
れ
て
)
を
は

っ
き
山

パ
め
、
よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
、
り
と
記
入
し
て
下
さ
い
。

(共
V

V

全
国
的
に
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
同
で
作

っ
た
場
合
に
は
、

全
員
~

ん
っ
て
い
ま

す

。

に

つ

い

て

こ

れ

ら

の
こ
と
を
記
代

~

今
年
は
第
五
回
目
を
迎
え
ま
す

入

し
て
下
さ
い
)

~

い
が
、
環
境
週
間
を

一
層
身
近
な
も
電
話
が
あ
れ
ば
そ
の
番
号
も
V

U

の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
書
い
て
下
さ
い
。

F

V

め
に
、
乙
の
行
事
の

一
つ
と
し
て

V
し
め
き
り
五
月
十
日

(
火
)
~

ん小

・
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
「
か

ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
送
付
し
い

伊
ベ
新
聞
」
を
募
集
し
ま
す
。

て
下
さ
い。

~

~
〈
き
ま
り
V

V貰

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
〈

叫
V
公
害

(
み
ん
な
が
迷
惑
す
る
こ
部
に
わ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
仇

ん
と
)
を
防
ぎ
、
山
や
川、

湖
や
庁
長
官
賞
と
記
念
品
が
お
く
ら
九

~

海
を
大
切
に
守
る
た
め
に
ど

う

れ

ま

す

。

~

，
 

V

し
た

ら

よ

い

か

、

私

た

ち

が

住

入

選

一

点

佳

作

数

点

ぽ

~

ん
で
い
る
町
や
村
を
ど
う
し
た

V
発
表
五
月
下
旬
に
、
入
選

・ハ，
 

い

ら
美
し
く
守
る
乙
と
が
で
き
る

佳
作
に
つ
い
て
公
表
す
る
と
と
~

叫

か
、
ま
た
、
悪
い
と
乙
ろ
は
ど
も
に
直
接
本
人
に
通
知
し
ま
す
ん

へ

う
し
た
ら
よ
く
な
る
か
な
ど
を

V
送
り
先

J

い

い

表
現
し
て
下
さ
い
。

東
京
都
千
代
田
区
震
ガ
関
三
の
叫

れ

V
小
・
中
学
生
な
ら
だ
れ
で
も
応

一
の

一
(郵
便
番
号
一

O
O
)
ゅ

ん
募
で
き
ま
す
。

一
環
境
庁
総
務
課
広
報
室

wr
A

U
V
紙
の
大
き
さ
は
、

B
2版

(
た
※
詳
し
い
こ
と
は
、
市
生
活
環
境
~、

ん
て
己
目
喜
×
よ
乙
ロ∞
童
)
で、

課
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

J

p
le-
-、
.・1〈•• 
2・J
・22
〉・
1・eF
・1
f
.. 2-J
・2・句、3
2Et--
・2
f
・f
-
J
・2
2
3
・-Et--1.r
J
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• 第
少，7
年田
野
球
大
A 
~ 

期
日
五
月
三
日
ハ
祭
)
、

ハ
土
)
、
八
日
(
日
)

場
所
補
助
グ
ラ
ン
ド
他

チ

l
ム
編
成
(
十
二
人
)

〈
小
学
生
の
部

V

O
五
・
六
年
生

O
各
学
校
区
、
ま
た
は
町
内
で

編
成
す
る
乙
と
。

八
中
学
生
の
部
〉

O
学
年
は
間
わ
な
い

O
町
内
単
位
で
編
成
す
る
こ
と

申
込
先
旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
底
、
ま

た
は
市
体
育
課

申
込
締
切
四
月
二
十
二
日
(
金
)

抽
せ
ん
会
四
月
二
十
三
日
(
土
)

午
後
三
時
市
役
所
第
二
会
議
室

主
催
大
村
市
野
球
協
会

共
催
市
教
育
委
員
会

習

会

講
-
手
あ
み
教
室

か
ぎ
あ
み
、
棒
あ
み
な
ど
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
、
初
心
者
を
対
象

に
手
あ
み
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
五
月
二
日

I
九
月
十
九
且

毎
月
第
一
・
三
月
曜
日
、
午
後

一
時
三
十
分

t
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対

象

婦

人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
手
芸
教
室
講
師

鎌
田
昌
子
先
生

申
込
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
中
央
公
民
館

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

七
日

-
母
と
子
の
文
字
教
室

幼
児
か
ら
正
し
く
美
し
い
文
字

に
親
し
み
、
文
字
の
練
習
を
と
お

し
て
母
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

子
供
の
し
つ
け
を
考
え
る
「
母
と

子
の
文
字
教
室
」
を
開
設
し
ま
す

日
時
五
月
四
日

l
七
月
六
日

毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
三
十

分
l
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対
象
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

の
子
供
と
お
母
さ
ん

定
員
三
十
組
六
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
書
道
講
師

馬
場
恵
峰
先
生

申
込
手
あ
み
教
室
と
同
じ

申
込
先
中
央
公
民
館

-
働
く
婦
人
の

家
庭
料
理
教
室

「
働
い
て
い
る
婦
人
に
も
勉
強

の
機
会
を
|
」
と
い
う
希
望
に
応

え
て
、
夜
間
に
家
庭
料
理
教
室
を

開
設
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
十
八
日

l
九
月
八

日
毎
月
第
二
・
四
木
曜
日

午
後
七
時
l
九

時

十

回

場
所
中
央
公
民
館

対
象
働
く
婦
人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
材
料
費
は
実
費
)

講
師
栄
養
士
山
口
貞
子
先
生

申
込
手
あ
み
教
室
と
同
じ
。

-
児
童
心
理
学
講
座

年
齢
に
即
し
た
子
供
の
心
と
か

ら
だ
の
特
長
を
理
解
し
、
成
長
に

応
じ
た
家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
わ
か
り
や
す
い

児
童
心
理
学
講
座
を
開
設
し
ま
す

日
時
五
月
四
日

l
六
月
一

日

毎
週
水
曜
日
、
午
前
十
時

t
十

二

時

五

回
。

場

所

中

央
公
民
館

対

象

婦

人

定
員
三
十
人

受

講

料

無
料

講
師
長
崎
大
学
教
育
学
部

助
教
授

水
田
善
次
郎
先
生

一

西

大

村

地

区

一

一

町

名

町

界

変

更

地

域

の

皆

様

へ

一

一
昨
年
六
月
一
日
付
で
西
大
村
物
は
、
公
称
、
俗
称
、
通
称
と
一

一
地
区
の
大
部
分
の
町
名
町
界
が
同
一
住
居
に
三
つ
四
つ
の
名
称
一

一
変
更
に
な
り
ま
し
た
乙
と
は
、
で
郵
便
物
の
あ
て
名
が
書
か
れ
一

一
ど
承
知
の
と
お
り
で
す
が
、
変
て
い
る
た
め
、
大
変
混
乱
を
き
一

た
し
て
い
ま
す
o

'

一
更
地
域
の
皆
様
の
う
ち
、
年
金

一
思
給
、
そ
の
他
電
話
設

置

の

お

一

ま
ま
た
、
郵
便
物
を
出
さ
れ
る
一

一

宅

で

、

ま

だ

住

居

の

変

更

届

カ

-

際
は
、
必
ず
新
名
称
の
町
名
で
一

一
済
ま
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

一
早
く
関
係
官
署
に
「
住
居
変
更
ま
た
ア
パ
ー
ト
な
ど
は
、

O
棟
一

一
の
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

0
0号
と
、
詳
し
く
お
書
き
下
一

一
現
在
、
同
地
域
あ
て
の
郵
便
さ
い
。

内
容

一
回
五
月

四

日

子
供
は
ど
の

よ
う
に
成
長
す
る
か
。

二
回

五
月
十

一
日

子

供
の
知

能
は
ど
の
よ
う
に
発
達
す
る
か

三
回
五
月
十
八
日
子
供
の
感

情
は
ど
の
よ
う
に
発
達
す
る
か

四
回

五
月
二
十
五
日

子

供
の

社
会
性
は
ど
の
よ
う
に
発
達
す

る
か
。

五
回
六
月
一
日

子
供
の
人
格

は
ど
の
よ
う
に
発
達
す
る
か
。

申
込
受
講
希
望
者
は
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ

か
電
話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

久
原
郷

一
の

一

中

央

E
二
|
四
三
二

一

申
込
先

公
民
館

国
手
づ
く
り

お
や
つ
教
室

タ
子
づ
く
り
の
お
や
つ
タ
を
通

し
て
お
母
さ
ん
の
愛
情
を
/

そ
ん
な
願
い
か
ら

「
手
づ
く
り

お
や
つ
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。

日
時
四
月
二
十
六
日

t
七
月
五

目
、
毎
週
火
曜
日
、
午
前
十
時

l
十
二
時

場
所
中
央
公
民
館

対

象

婦

人

定
員
三
十
人
(
受
講
さ
れ
た
方

は
ど
遠
慮
下
さ
い
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
諌
早
料
理
学
院
講
師

柳
原

淳

先
生

申
込
手
あ
み
教
室
と
同
じ

申
込
先
中
央
公
民
館

-
ギ
タ
l
初
級
講
座

大
村
ギ
タ
!
合
奏
団
で
は
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
l
普
及
活
動
の
一

環
と
し
て
ギ
タ

l
初
級
講
座
を
聞

き
ま
す
。

期
間
五
月
六
日

l
七
月
八
日

毎
週
金
曜
日

午
後
六
時

t
七
時

定
員
三
十
人

場
所
中
央
公
民
館

講

師

山

下

亨

先

生

松
原
正
子
先
生

受
講
料
月
額
千
五
百
円

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
書
き
、
田
川
仁

(
杭
出
津
郷
九

O
一
)
へ
。

軍
三
l
四
O
四
八

お

び

わ

園
地
域
産
業
別
最
低
賃

金
の
訂
正
に
つ
い
て

四
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
「
長
崎
県
に
お
け
る
最
低
賃

金
」
で
、
夕
食
料
品
製
造
業
4

の

最
低
賃
金
額
が
、
一
日
二
千
百
二

十
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一

日
二
千
百
十
円
の
誤
り
で
し
た
。

関
係
各
方
面
に
多
大
な
る
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
乙
と
を
深

く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
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